
に
あ
っ
た
駅
を
思
い
浮
か
べ
る
か
た
が
多
い

と
思
い
ま
す
が
、
開
業
当
時
は
も
っ
と
北

（
旧
線
路
通
り
と
平
和
公
園
通
り
が
交
わ
る

辺
り
）
に
あ
り
ま
し
た
。
も
と
も
と
東
北
本

線
は
旧
線
路
通
り
を
通
っ
て
い
ま
し
た
が
、

大
正
15
年
（
一
九
二
六
）
に
南
方
（
現
遊
歩

道
緑
地
）
へ
移
さ
れ
、
浦
町
駅
も
平
和
公
園

付
近
へ
と
移
転
し
た
の
で
す
【
地
図
】。

　

そ
し
て
昭
和
43
年
（
一
九
六
八
）、
浦
町

駅
は
東
北
本
線
が
さ
ら
に
南
方
（
現
青
い
森

鉄
道
線
）
へ
移
転
す
る
こ
と
に
伴
っ
て
廃
止

さ
れ
ま
し
た
。
営
業
最
終
日
に
は
最
後
の
列

車
を
見
送
ろ
う
と
多
く
の
市
民
が
集
ま
り
ま

し
た
【
写
真
①
】。

大
野
村
に
あ
っ
た
市
立
図
書
館

　

今
年
度
、
青
森
市
民
図
書
館
は
開
館
40
周

年
を
迎
え
ま
し
た
が
、
青
森
市
に
お
け
る
公

立
図
書
館
の
歴
史
は
明
治
時
代
ま
で
遡
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
青
森
市
に
公
立
図
書
館
が

初
め
て
設
置
さ
れ
た
の
は
明
治
40
年
（
一
九

青
森

 
タ
イ
ム
ト
ラ
ベ
ル

第
16
回

の
開
削
に
向
け
て
動
き
出
し
て
い
ま
す

（『
新
青
森
市
史
』
資
料
編
６
）。

　

浦
町
駅
は
明
治
26
年
７
月
16
日
に
開
業
し
、

そ
れ
か
ら
少
し
遅
れ
て
駅
へ
通
じ
る
道
（
浦

町
停
車
場
道
）
が
整
備
さ
れ
た
よ
う
で
す

（『
東
奥
日
報
』
明
治
26
年
11
月
14
日
付
）。

当
初
は
旅
客
の
み
を
扱
う
駅
で
し
た
が
、
の

ち
に
貨
物
も
扱
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
浦
町
駅
と
い
う
と
平
和
公
園
付
近

【
問
合
せ
】　

市
民
図
書
館
歴
史
資
料
室

　
　
　
　
　
　
（
☎
017
―
732
―
５
２
７
１
）

〇
七
）
の
こ
と
で
し
た
。
そ
れ
ま
で
有
志
の

手
で
運
営
さ
れ
て
い
た
私
立
青
森
図
書
館
が

市
に
寄
附
さ
れ
、
青
森
市
立
図
書
館
と
し
て

開
館
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。
し
か
し
、

図
書
館
は
明
治
43
年
５
月
の
大
火
で
建
物
を

焼
失
し
、
蔵
書
も
失
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

こ
の
大
火
で
は
市
役
所
や
学
校
な
ど
多
く

の
公
共
施
設
が
失
わ
れ
た
た
め
、
す
ぐ
に
図

書
館
を
再
建
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
図
書
館
再
建
の
動
き
が
見
ら
れ
る
よ
う

に
な
る
の
は
大
正
３
年
（
一
九
一
四
）
の
こ

と
で
す
。

　

再
建
の
き
っ
か
け
は
大
野
村
に
あ
っ
た
帝

室
林
野
管
理
局
（
皇
室
の
財
産
で
あ
る
御
料

林
を
管
理
し
て
い
た
機
関
）
の
青
森
支
庁
が

廃
止
さ
れ
た
こ
と
で
す
。
青
森
市
で
は
支
庁

の
建
物
が
図
書
館
に
適
し
て
い
る
と
考
え
、

帝
室
林
野
管
理
局
な
ど
と
交
渉
を
行
い
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
建
物
を
借
用
す
る
こ
と
に

拡
大
す
る
市
街
地
と
南
部
地
区

【写真①】営業最終日の浦町駅

（昭和43年７月21日・広報広聴課蔵）

　

青
森
市
は
昭
和
の
大
合
併
に
よ
り
市
域
を

拡
大
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
以
前
に
も
周
辺
町

村
と
の
合
併
に
よ
り
市
域
を
広
げ
て
い
ま
し

た
。今
回
は
青
森
が
市
制
を
施
行
す
る
前
年
の

明
治
30
年（
一
八
九
七
）に
合
併
し
た
浦
町

村
と
、
昭
和
の
大
合
併
以
前
に
小
字
単
位
で

の
編
入
が
行
わ
れ
て
い
た
大
野
村
を
中
心
に
、

青
森
市
南
部
地
区
の
歴
史
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

浦
町
村
に
設
置
さ
れ
た
新
駅

　

明
治
24
年
（
一
八
九
一
）
９
月
、
日
本
鉄

道
東
京
―
青
森
間
（
の
ち
の
東
北
本
線
）
が

全
線
開
通
し
、
安
方
町
に
青
森
駅
が
開
業
し

ま
し
た
。
開
業
日
に
は
式
典
や
催
し
物
が
行

わ
れ
、
青
森
町
は
お
祝
い
ム
ー
ド
に
包
ま
れ

ま
し
た
。

　

そ
の
翌
月
、
日
本
鉄
道
で
は
浦
町
村
に
新

し
い
駅
（
浦
町
駅
）
を
建
設
す
る
こ
と
を
決

め
ま
し
た
。
こ
の
決
定
を
知
っ
た
青
森
町
の

有
志
は
大
工
町
（
現
本
町
）
か
ら
一
直
線
に

浦
町
駅
へ
通
じ
る
道
（
現
平
和
公
園
通
り
）

【地図】東北本線線路の変遷
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決
ま
り
、
大
正
４
年
、
大
野
村
に
青
森
市
立

図
書
館
が
置
か
れ
ま
し
た
【
写
真
②
】。

　

さ
ら
に
、
大
正
14
年
に
は
図
書
館
を
橋
本

へ
移
転
し
、
跡
地
に
古
川
尋
常
高
等
小
学
校

（
現
古
川
小
学
校
）
を
建
設
す
る
こ
と
が
決

ま
り
ま
し
た
。
当
時
、
青
森
市
で
は
児
童
数

の
増
加
に
よ
り
学
校
不
足
が
問
題
と
な
っ
て

お
り
、
学
校
の
新
設
が
必
要
な
状
況
だ
っ
た

の
で
す
。
こ
の
学
校
は
大
正
15
年
に
開
校
し
、

青
森
市
の
子
ど
も
た
ち
が
大
野
村
へ
通
学
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
な
お
、
こ
の
時
建

設
さ
れ
た
校
舎
は
昭
和
20
年
（
一
九
四
五
）

７
月
28
日
の
空
襲
で
罹り

災
し
ま
す
が
、
鉄
筋

部
分
は
残
り
、
平
成
８
年
（
一
九
九
六
）
ま

で
使
わ
れ
ま
し
た
【
写
真
③
】。

　

こ
の
よ
う
に
、
大
野
村
に
は
青
森
市
の
公

共
施
設
が
設
置
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
合

併
を
求
め
る
声
も
挙
が
り
ま
し
た
が
、
大
野

村
と
青
森
市
が
合
併
す
る
の
は
昭
和
29
年
の

付
近
）
に
青
森
大
林
区
署
（
青
森
営
林
局
の

前
身
）
の
庁
舎
が
北
を
向
い
て
建
設
さ
れ

【
写
真
④
】、
新
道
は
南
へ
伸
び
る
こ
と
が

で
き
な
い
状
態
と
な
り
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
明
治
40
年
に
青
森
大
林
区
署

の
庁
舎
が
火
災
で
焼
失
し
、
沖
館
（
現
青
森

市
森
林
博
物
館
）
へ
と
移
転
す
る
こ
と
が
決

ま
り
ま
し
た
。
大
林
区
署
の
跡
地
は
東
西
二

つ
の
区
画
に
分
け
ら
れ
、
中
央
に
道
路
が
通

さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
明
治
43
年
に
は
東

北
本
線
の
線
路
（
現
旧
線
路
通
り
）
を
越
え

た
と
こ
ろ
に
青
森
高
等
小
学
校
（
現
浦
町
小

学
校
）
が
建
設
さ
れ
、
通
り
は
学
校
付
近
ま

で
延
び
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
学
校
の
南
方
で
は
大
正
12
年

（
一
九
二
三
）
か
ら
青
森
操
車
場
の
建
設
が

進
め
ら
れ
、
大
正
15
年
に
完
成
し
ま
し
た
。

操
車
場
と
は
貨
物
列
車
の
貨
車
を
目
的
地
別

に
仕
分
け
、
組
み
替
え
る
た
め
の
施
設
で
、

青
森
駅
に
お
い
て
増
加
す
る
貨
物
の
取
扱
い

に
対
応
す
る
た
め
に
建
設
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
跡
地
が
青
い
森
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
に

な
っ
て
い
る
こ
と
は
ご
存
じ
の
か
た
も
多
い

で
し
ょ
う
。

　

こ
の
時
、
操
車
場
の
建
設
予
定
地
内
に

あ
っ
た
火
葬
場
が
操
車
場
南
方
の
筒
井
村
へ

移
転
す
る
こ
と
と
な
り
、
通
り
は
火
葬
場
へ

通
じ
る
道
と
し
て
、
さ
ら
に
南
へ
と
延
び
て

い
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
戦
後
、
通
り
は
横
内
方
面
へ
と
延

び
て
い
き
ま
し
た
。
こ
の
道
は
八
甲
田
観
光

の
新
ル
ー
ト
と
し
て
期
待
さ
れ
る
よ
う
に
な

【写真②】大野村にあった青森市立図書館

（大正時代・『目で見る青森の歴史』より）

【写真③】古川小学校

（昭和20年代・歴史資料室蔵）

り
ま
す
が
、
操
車
場
と
交
差
す
る
地
点
に

あ
っ
た
「
あ
か
ず
の
踏
切
」
が
大
き
な
問
題

と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
問
題
を
解
決
し
た
の

が
「
八
甲
田
大
橋
」
で
す
。

　

昭
和
43
年
（
一
九
六
八
）
に
東
北
本
線
は

複
線
電
化
に
伴
っ
て
南
方
へ
移
転
す
る
こ
と

と
な
り
、
東
北
本
線
と
操
車
場
を
越
え
る
跨こ

線
橋
が
建
設
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
44
年
に
完

成
し
た
跨
線
橋
は
、
橋
の
上
か
ら
八
甲
田
の

山
々
を
眺
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
竹
内
俊
吉

県
知
事
に
よ
っ
て
「
八
甲
田
大
橋
」
と
命
名

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
日
、
南
部
地
区
で
は
土
地
区
画
整
理
事

業
や
中
央
卸
売
市
場
の
建
設
、
商
業
施
設
の

進
出
な
ど
に
よ
り
市
街
地
が
さ
ら
に
拡
大
し

て
お
り
、「
観
光
通
り
」
が
果
た
す
役
割
は

大
き
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
市
民
図
書
館
歴
史
資
料
室
嘱
託
員

　

村
上
亜
弥
）

【写真④】浦町にあった青森大林区署

（明治30年代・歴史資料室蔵）

こ
と
で
し
た
。

　

た
だ
し
、
昭
和
７
年
に
は
青
森
市
と
接
し

て
い
た
字
金
沢
と
字
片
岡
の
一
部
を
青
森
市

に
編
入
し
て
い
ま
す
。

行
き
止
ま
り
だ
っ
た

　
　
　
　
　

「
観
光
通
り
」

　

国
道
４
号
か
ら
南
へ
伸
び
る
道
の
一
つ
に

国
道
103
号
（
通
称
「
観
光
通
り
」）
が
あ
り

ま
す
。
青
森
市
と
秋
田
県
大
館
市
を
結
ぶ
こ

の
道
は
「
八
甲
田
・
十
和
田
ゴ
ー
ル
ド
ラ
イ

ン
」
と
も
呼
ば
れ
、
八
甲
田
観
光
の
主
要

ル
ー
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

「
観
光
通
り
」
の
歴
史
は
、
明
治
35
年

（
一
九
〇
二
）
に
鍛
治
町
（
現
本
町
）
か
ら

浦
町
へ
通
じ
る
新
道
が
建
設
さ
れ
た
こ
と
に

よ
っ
て
始
ま
り
ま
す
。
し
か
し
翌
年
、
こ
の

新
道
の
つ
き
当
た
り
（
現
青
森
商
工
会
議
所
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